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巻
頭
言  

新
制
七
十
周
年
記
念
事
業
を 

 

成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う 

 

 

会
長 

菅
井 

茂 

      

 

平
成
二
十
九
年
正
月
は
穏
や
か

で
、
元
朝
参
り
や
初
売
り
に
は
多

く
の
人
出
で
賑
わ
っ
た
よ
う
で
す
。

特
に
仙
台
駅
の
東
通
路
が
出
来
た

こ
と
も
あ
り
、
初
売
り
の
人
の
流

れ
が
駅
中
心
に
変
わ
っ
た
と
の
話

を
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
今
年
の
夏

に
は
、
宮
城
県
で
高
校
生
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
と
総
合
文
化
祭
が
開
催

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
仙
台
七

夕
の
時
期
は
大
い
に
賑
わ
い
景
気

も
良
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
年
は
嬉
し
い
こ
と
が

二
つ
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
、

八
軒
中
学
校
始
ま
っ
て
以
来
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
が
生
ま
れ
、
リ

オ
五
輪
に
出
場
し
た
こ
と
で
す
。

そ
の
人
は
村
山
紘
太
君
（
旭
化
成
）

で
す
。
八
軒
中
学
校
は
大
い
に
沸

き
上
が
り
、
同
窓
会
で
は
、
彼
の

出
場
を
讃
え
る
垂
れ
幕
を
作
り
体

育
館
前
に
張
り
出
し
ま
し
た
。
ま

た
学
校
で
は
壮
行
会
を
開
催
し
同

窓
会
や
地
域
の
人
々
も
参
加
し
激

励
し
ま
し
た
。
彼
は
陸
上
競
技
の

五
千
Ｍ
と
一
万
Ｍ
に
出
場
し
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
極
度
の
緊
張

と
睡
眠
不
足
の
為
思
う
よ
う
な
成

績
は
残
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
今
年
正
月
の
「
全
日
本

実
業
団
駅
伝
」
で
は
、
兄
の
謙
太

君
と
も
ど
も
旭
化
成
の
十
八
年
ぶ

り
の
優
勝
に
貢
献
し
ま
し
た
。
こ

の
村
山
兄
弟
が
二
人
し
て
東
京
五

輪
に
出
場
し
、
活
躍
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。 

 

も
う
一
つ
は
、
一
昨
年
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
「
八
軒
中
学
校
区
総

合
防
災
訓
練
」
で
す
。 

昨
年
は
十
月
二

十
二
日
（
土
）
に

実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
「
東
北
大

学
災
害
科
学
国

際
研
究
所
」
や
早

稲
田
大
学
・
山
形

大
学
の
先
生
方
が
視
察
に
み
え
、

生
徒
達
の
活
躍
の
様
子
を
見
て
、

「
こ
の
地
区
の
よ
う
に
、
地
域
と

学
校
と
保
護
者
が
一
体
と
な
っ
て

防
災
訓
練
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
は

な
い
。
こ
の
八
軒
中
学
校
区
の
訓

練
は
先
進
例
で
あ
る
」
と
の
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

と
こ
ろ
で
、
今
年
の
十
一
月
二

十
三
日
（
木
、
勤
労
感
謝
の
日
）

に
「
八
軒
中
学
校
新
制
七
十
周
年

記
念
式
典
」
を
実
施
し
ま
す
。
式

典
は
学
校
の
体
育
館
で
行
い
、
事

業
と
し
て
は
「
記
念
誌
」
の
発
行

と
祝
賀
会
を
実
施
す
る
こ
と
に
決

め
ま
し
た
。
ま
た
祝
賀
会
で
は
、

八
軒
中
学
校
の
同
窓
生
で
世
界
で

活
躍
し
て
い
る
マ
ジ
ッ
シ
ャ
ン
の

タ
ク
ヤ
君
に
出
演
し
て
も
ら
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

予
算
と
し
て
は
約
五
百
万
円
を 

 

見
込
ん
で
い
ま
す
。
つ
い
て
は
、

同
窓
生
の
方
々
に
協
賛
金
の
ご
協 

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
各
学
年

だ
け
で
な
く
個
人
の
協
賛
や
広
告

協
賛
も
お
願
い
せ
ざ
る
を
え
ま
せ

ん
。
今
後
の
周
年
事
業
は
三
十
年

後
の
百
周
年
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

を
考
え
る
と
今
回
何
と
し
て
も
成

功
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

是
非
会
員
皆
様
の
お
力
添
え
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
八
軒

中
学
校
同
窓
生
の
力
を
見
せ
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
後
輩
に
素
晴
ら

し
い
思
い
出
を
残
し
ま
し
ょ
う
。

八
軒
中
学
校
の
さ
ら
な
る
発
展
の

た
め
に
、
皆
で
力
を
合
わ
せ
「
新

制
七
十
周
年
記
念
式
典
並
び
に
記

念
事
業
」
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

 

 

平
成
二
十
七
年
度
代
表
幹
事
会  

 

平
成
二
十
九
年
度
総
会
と 

七
十
周
年
記
念
事
業 

 

平
成
二
十
七
年
度
の
代
表
幹
事

会
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
五
日
、

八
軒
中
北
校
舎
・
視
聴
覚
室
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 
 

（
二
頁
へ
続
く
） 

八軒つうしん 

体育館前に掲げられた垂れ幕 
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（
一
頁
か
ら
の
続
き
） 

 

菅
井
茂
会
長
を
は
じ
め
と
し
た
同

窓
会
役
員
・
事
務
局
の
ほ
か
、
十
回
、

十
一
回
、
十
二
回
、
十
三
回
、
十
七

回
、
二
十
回
、
二
十
二
回
、
二
十
三

回
の
各
回
生
が
出
席
し
、
八
軒
中
か

ら
は
、
米
澤
通
徳
校
長
先
生
、
菅
野

勝
紀
教
頭
先
生
に
出
席
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 
 

菅
井
会
長
の
挨
拶
の
後
、
米
澤
校

長
先
生
か
ら
、
最
近
の
母
校
の
様
子

に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

続
い
て
、
安
達
和
則
事
務
局
長
か

ら
総
会
以
降
の
事
業
・
活
動
に
つ
い

て
、
佐
藤
徳
子
副
会
長
か
ら
「
私
の

八
軒
時
代
」
編
纂
委
員
会
に
つ
い
て
、

永
田
淳
子
広
報
次
長
か
ら
同
窓
会
会

報
「
八
軒
つ
う
し
ん
」
第
十
一
号
の

発
行
と
今
後
の
配
布
予
定
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
他
、
木
幡
淳
一
庶
務
担
当
次

長
の
逝
去
に
伴
う
執
行
部
役
員
の
補

充
と
平
成
二
十
六
、
二
十
七
年
度
同

窓
会
入
会
式
の
講
話
つ
い
て
、
安
達

事
務
局
長
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

協
議
事
項
は
二
点
で
、
一
つ
は
平

成
二
十
九
年
度
の
総
会
の
持
ち
方
、

も
う
一
つ
は
八
軒
中
新
制
七
十
周
年

（
創
立
八
十
二
周
年
）
記
念
事
業
の

具
体
化
で
し
た
。 

平
成
二
十
九
年
度
は
同
窓
会
役
員

の
改
選
の
年
に
当
た
っ
て
い
ま
す
が
、

八
軒
中
七
十
周
年
記
念
事
業
の
柱
で

あ
る
記
念
式
典
に
合
わ
せ
て
総
会
を

行
う
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
、
平
成
三
十
年
三
月
三

日
開
催
予
定
の
代
表
幹
事
会
に
お
い

て
役
員
改
選
を
行
う
方
向
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。 

最
後
に
出
席
の
各
回
生
の
動
き
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
が
、
詳
し
く
は
第

二
十
九
回
生
の
佐
藤
博
昭
さ
ん
が
腕

を
振
る
う
河
原
町
の
「
つ
き
だ
て
や
」

に
会
場
を
移
し
て
語
り
合
い
ま
し
た
。 

            

 

 

臨
時
代
表
幹
事
会  

記
念
事
業
の
成
功
に
向
け
て 

 

八
軒
中
新
制
七
十
周
年
（
創
立
八

十
二
周
年
）
記
念
事
業
の
具
体
化
に

向
け
て
、
資
金
確
保
の
た
め
の
協
賛

金
、
広
告
へ
の
協
力
を
同
窓
生
に
お

願
い
す
べ
く
、
平
成
二
十
八
年
十
一

月
二
十
三
日
、
八
軒
中
北
校
舎
・
視

聴
覚
室
に
お
い
て
、
臨
時
の
代
表
幹

事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

菅
井
会
長
を
は
じ
め
と
し
た
同
窓

会
役
員
・
事
務
局
の
ほ
か
、
十
回
、

十
一
回
、
十
三
回
、
十
四
回
、
十
七

回
、
十
八
回
、
二
十
回
、
二
十
二
回
、

二
十
三
回
、
三
十
五
回
、
四
十
五
回

の
各
回
生
が
出
席
し
ま
し
た
。
新
し

い
顔
ぶ
れ
の
参
加
が
あ
っ
た
こ
と
は

喜
ば
し
い
こ
と
で
し
た
。 

八
軒
中
か
ら
は
、
菅
野
教
頭
先
生
、

今
年
度
か
ら
同
窓
会
担
当
と
な
ら
れ

た
鈴
木
泰
先
生
に
出
席
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

菅
井
会
長
の
挨
拶
の
後
、
菅
野
教

頭
先
生
か
ら
、
最
近
の
母
校
の
様
子

に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

平
成
二
十
八
年
三
月
の
代
表
幹
事

会
以
降
そ
れ
ぞ
れ
二
回
開
催
さ
れ
た

記
念
事
業
実
行
委
員
会
や
常
任
委
員

会
の
状
況
に
つ
い
て
、
安
達
事
務
局

長
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
後
、
記
念
事

業
の
具
体
化
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

た
。 特

に
、
記
念
事
業
の
資
金
確
保
の

た
め
の
協
賛
金
や
広
告
へ
の
協
力
依

頼
の
文
案
に
つ
い
て
は
意
見
が
出
さ

れ
、
そ
れ
を
受
け
て
同
窓
会
執
行
部

会
で
更
に
検
討
し
、
平
成
二
十
九
年

一
月
十
八
日
開
催
予
定
の
第
四
回
実

行
委
員
会
を
経
て
、
同
年
一
月
下
旬

に
発
送
予
定
で
あ
る
こ
と
が
了
承
さ

れ
ま
し
た
。 

 

 

記
念
事
業
の
概
要  

 

○
記
念
式
典 

日
時 平

成
二
十
九
年 

 

十
一
月
二
十
三
日
（
木
・
祝
） 

 
 

午
前
十
時
～
十
二
時 

 
 

会
場 

八
軒
中
体
育
館 

○
校
舎
見
学
会 

 
 

午
後
十
二
時
半
～
十
三
時
半 

○
記
念
祝
賀
会 

 
 

午
後
四
時
～
六
時 

 

会
場 

パ
レ
ス
へ
い
あ
ん 

 

会
費 

六
千
円 

○
記
念
誌
「
八
軒
」
発
刊 

代表幹事会の様子 
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記
念
事
業
実
行
委
員
会  

 仙
台
市
立
八
軒
中
学
校
新
制
七
十

周
年
（
創
立
八
十
二
周
年
）
記
念
事

業
実
行
委
員
会
は
、
平
成
二
十
七
年

十
一
月
二
十
一
日
の
第
一
回
実
行
委

員
会
を
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
平
成
二

十
八
年
度
に
入
り
、
四
月
（
第
二
回
）
、

八
月
（
第
三
回
）
、
平
成
二
十
九
年
一

月
（
第
四
回
）
と
回
数
を
重
ね
、
準

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

並
行
し
て
、
総
務
部
、
式
典
部
、

祝
賀
会
部
、
記
念
誌
編
集
部
に
お
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
事
業
の
具
体
化
を
図

り
ま
し
た
。 

総
務
部
で
は
、
記
念
式
典
・
祝
賀

会
の
ご
案
内
、
協
賛
金
趣
意
書
、
広

告
依
頼
書
の
作
成
を
進
め
、
平
成
二

十
九
年
一
月
下
旬
に
ま
ず
同
窓
生
の

皆
様
に
お
送
り
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
保
護
者
や
町
内
会
に
対
し
て

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

式
典
部
で
は
、
記
念
講
演
や
記
念

演
奏
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。 祝

賀
会
部
で
は
、
会
場
と
な
る
パ

レ
ス
へ
い
あ
ん
と
の
打
ち
合
わ
せ
を

重
ね
て
い
ま
す
。 

記
念
誌
編
集
部
で
は
、
新
制
五
十

周
年
以
降
の
二
十
年
間
の
資
料
の
確

認
、
デ
ー
タ
の
整
理
、
こ
の
二
十
年

間
の
卒
業
生
や
歴
代
の
校
長
先
生
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
な
ど
の
寄
稿
依
頼
者
の

選
定
と
依
頼
の
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
記
念
誌
は
新
制
七
十
年
（
創
立

八
十
二
年
）
の
記
録
、「
四
つ
葉
」（
生

徒
会
誌
）
、「
睦
」（
Ｐ
Ｔ
Ａ
誌
）、「
私

の
八
軒
時
代
」
（
同
窓
会
誌
）
、
協
賛

広
告
で
構
成
し
ま
す
。 

同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
て
は
、

「
私
の
八
軒
時
代
」
へ
の
寄
稿
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

新
し
い
仲
間  

 

平
成
二
十
七
年
度
（
第
六
十
九
回
）

八
軒
中
同
窓
会
入
会
式
は
、
平
成
二

十
八
年
三
月
十
日
に
行
わ
れ
、
男
子

八
十
五
名
、
女
子
七
十
三
名
の
計
被

百
五
十
八
名
を
、
新
た
に
同
窓
会
に

迎
え
ま
し
た
。 

当
日
は
、
先
輩
と
し
て
第
十
五
回

生
で
同
窓
会
副
会
長
の
飯
沼
恒
一
さ

ん
か
ら
「
餞
の
こ
と
ば
」
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。 

  

 
 
 

同
期
が
集
え
ば
（
一
）  

 

第
十
九
回
生
（
昭
和
四
十
一
年
卒
） 

八
軒
中
昭
和
四
十
一
年
卒
業
生
の

同
期
会
は
４
１
四
つ
葉
会
と
し
て
、

四
年
に
一
度
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に

開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
今
回
で

第
六
回
を
数
え
ま
す
。 

今
回
は
平
成
二
十
八
年

九
月
一
八
日
（
日
曜
日
）
、

ホ
テ
ル
レ
オ
パ
レ
ス
仙
台

で
開
催
さ
れ
、
恩
師
一
名
、

同
期
生
六
十
五
名
が
参
加

し
ま
し
た
。 

恩
師
の
佐
々
木
八
郎
先

生
に
は
、
ご
無
理
を
申
し 

上
げ
て
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
や
や
長
め
の
ス
ピ
ー 

チ
を
頂
戴
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
は
和
気
藹
々
の

酒
宴
と
な
り
ま
し
た
が
、 

六
十
五
〜
六
十
六
歳
で
す

の
で
物
故
さ
れ
た
同
期
生

や
孫
の
話
題
な
ど
、
お
互 

い
に
年
を
感
じ
さ
せ
る
会

で
し
た
。 

中
途
伊
藤
久
典
君
と
伊

藤
真
一
郎
君
の
バ
ン
ド
演

奏
が
あ
り
宴
会
に
華
を
添

え
ま
し
た
。
世
話
人
の
岡
本
、
真
壁

両
君
の
見
事
な
運
営
で
今
年
の
同
期

会
も
ス
ム
ー
ズ
に
二
次
会
ま
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
が
、
次
回
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で
こ
の
会
も
打
ち

止
め
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

（
今
野 

喜
郎
） 
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同
期
が
集
え
ば
（
二
）  

 
第
十
三
回
生
（
昭
和
三
十
五
年
卒
） 

我
々
が
卒
業
し
た
昭
和
三
十
五
年

は
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
誕
生
」
、

「
ピ
ン
ク
公
衆
電
話
登
場
」
そ
し
て

「
家
付
き
カ
ー
付
き
バ
バ
ア
抜
き
」

が
結
婚
の
条
件
で
あ
っ
た
。
平
均
寿

命
も
今
や
男
六
十
五
→
八
十
一
歳
、

女
七
十
→
八
十
七
歳
と
大
幅
に
延

び
、
元
気
な
准
高
齢
者
と
な
っ
た
。 

下
手
な
ゴ
ル
フ
に
熱
中
す
る
者

（
あ
っ
、
俺
の
こ
と
か
）
、
ナ
イ
ス

バ
デ
ィ
を
披
露
し
泳
ぐ
人
、
さ
す
ら

い
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ラ
ー
・
雀
士
、
野

菜
作
り
に
励
む
人
、
ミ
ッ
ク
・
ジ
ャ

ガ
ー
に
負
け
じ
と
子
作
り
に
専
念
す

る
人
、
終
活
の
準
備
を
す
る
人
、
個

性
豊
か
な
人
種
三
十
七
名
の
参
加
を

得
て
、
平
成
二
十
八
年
四
月
「
つ
き

だ
て
や
」
に
て
同
期
会
を
実
施
。
い

ず
れ
も
花
見
よ
り
、
酒
・
酒
・
酒
！

話
の
話
題
は
医
者
通
い
、
孫
の
こ
と

等
、
最
近
の
こ
と
は
直
ぐ
に
忘
れ
る

が
、
中
学
・
高
校
の
こ
と
は
鮮
明
に

覚
え
て
お
り
、
話
す
こ
と
、
話
す
こ

と
。
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。 

今
年
は
「
酉
」
年
、
添
え
る
の
は

「
さ
ん
ず
い
」
に
限
る
（
酒
）
。
記

念
す
べ
き
同
窓
会
が
十
一
月
に
開
催

さ
れ
る
、
再
会
を
約
束
し
散
会
と
な

る
。 

（
蛇
足
）
「
自
分
史
」
を
書
く
の
も

よ
い
か
も
！ 

 

（
庄
司 

茂
雄
） 

 第
十
五
回
生
（
昭
和
三
十
七
年
卒
） 

古
希
を
迎
え
た
私
達
第
十
五
回
生 

―
昭
和
三
十
七
年
卒
が 

思
い
出
を
深
め
合
っ
た
集
い
― 

平
成
二
十
八
年
六
月
五
日
（
日
）
、

私
達
は
、
笠
原
武
文
先
生
、
飯
淵
み

さ
を
先
生
を
お
招
き
し
、
総
勢
二
十

四
名
の
古
希
の
祝
い
を
兼
ね
て
の
同

期
会
を
催
し
ま
し
た
。
会
場
は
い
つ

も
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
「
割
烹

つ
き
だ
て
や
」
で
す
。
お
酒
で
の
ど

を
潤
し
な
が
ら
、
美
味
し
い
ご
馳
走

を
い
た
だ
き
、
お
二
人
の
先
生
を
中

心
に
昔
話
に
花
が
咲
き
、
あ
ゝ
だ
こ

う
だ
と
言
い
な
が
ら
の
あ
っ
と
い
う

間
の
所
定
の
時
間
、
こ
の
よ
う
な
時

の
時
間
の
た
つ
の
は
本
当
に
は
や
い

も
の
で
す
。 

忘
却
の
彼
方
に
沈
み
つ
つ
あ
っ
た

中
学
時
代
が
、
会
話
を
交
わ
す
う
ち

に
輪
郭
が
は
っ
き
り
し
て
き
ま
す
。

八
軒
中
学
校
周
辺
の
様
子
も
す
っ
か

り
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
文

具
屋
さ
ん
の
相
沢
商
店
、
し
ま
か
げ

キ
ャ
ン
デ
ー
屋
さ
ん
等
と
実
名
が
飛

び
交
っ
た
り
、
夏
の
暑
い
日
、
校
庭

の
片
隅
に
あ
っ
た
井
戸
ポ
ン
プ
で
飲

ん
だ
水
の
美
味
し
か
っ
た
こ
と
を
、

ポ
ン
プ
の
ガ
ッ
チ
ャ
ン
ガ
ッ
チ
ャ
ン

と
音
声
入
り
で
語
ら
れ
た
だ
け
で
、

皆
の
共
通
思
い
出
だ
け
に
、
う
ね
る

よ
う
に
座
は
盛
り
上
が
る
の
で
す
。

お
互
い
の
呼
び
方
も
昔
返
り
で
す
。

男
性
同
士
は
呼
び
捨
て
で
す
。
女
性

が
男
性
に
対
し
て
は
○
○
君
、
男
性

は
女
性
に
対
し
て
○
○
ち
ゃ
ん
、
○

○
さ
ん
と
少
し
複
雑
な
よ
う
で
す
。 

私
は
女
性
の
立
場
で
申
し
ま
す
と
、

子
育
て
に
忙
し
く
無
我
夢
中
で
過
ご

し
て
い
る
頃
は
過
去
を
振
り
返
る
暇

な
く
、
ま
し
て
や
夫
が
転
勤
族
と
い

う
事
情
も
あ
り
、
中
学
校
時
代
を
思

い
出
す
心
の
余
裕
な
ど
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
、
古
希
を
迎
え
る
頃
に

な
っ
て
、
特
に
中
学
校
時
代
の
同
期

の
皆
さ
ん
と
の
交
流
が
と
て
も
大
切

で
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
に
気
付
か
さ
れ
て
い
ま
す
。 

あ
れ
か
ら
五
十
四
年
、
古
希
を
迎

え
た
六
月
の
集
い
、
「
八
軒
中
学
時

代
」
は
キ
ラ
キ
ラ
と
き
ら
め
く
青
春

の
輝
い
た
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
を
、

二
十
四
名
そ
れ
ぞ
れ
に
再
確
認
さ
れ

た
も
の
と
思
い
ま
す
。 

当
会
は
飯
沼
恒
一
さ
ん
が
会
長
で

す
。
時
に
放
た
れ
る
ダ
ジ
ャ
レ
は
す

ば
ら
し
く
、
彼
の
人
柄
が
扇
の
要
と

な
っ
て
結
束
し
て
い
ま
す
。
七
十
歳

を
越
え
る
の
は
稀
ど
こ
ろ
か
、
こ
れ

か
ら
も
長
い
旅
が
始
ま
り
ま
す
。
会

長
を
中
心
に
、
青
春
の
輝
き
の
時
代

を
懐
か
し
み
な
が
ら
心
し
な
や
か
に

歩
み
た
い
も
の
で
す
。 

（
三
島
（
旧
姓
・
坂
井
）
喜
久
子
） 

青春の輝きの時代の思い出を深め合いました 
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ご
あ
い
さ
つ
（
一
）  

 

節
目
の
年
に
輝
く
同
窓
生 

校
長 

石
川 

一
博 

       

同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ

り
本
校
の
教
育
に
対
し
ま
し
て
ご
理

解
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

本
年
度
は
、
本
校
が
昭
和
十
年
に

八
軒
小
路
高
等
小
学
校
と
し
て
創
立

八
十
二
周
年
、
昭
和
二
十
二
年
に
新

制
中
学
校
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
七
十

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

記
念
す
べ
き
時
に
赴
任
い
た
し
ま
し

た
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
光
栄
な
こ
と

で
あ
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

あ
り
ま
す
。
現
在
は
、
今
年
十
一
月

二
十
三
日
に
開
催
さ
れ
る
七
十
周
年

事
業
に
向
け
て
、
同
窓
会
の
方
々
を

中
心
に
実
行
委
員
会
の
開
催
を
重
ね

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
同
窓
生

の
皆
様
の
熱
心
に
意
見
を
交
さ
れ
て

い
る
様
子
を
拝
見
し
、
本
校
に
対
す

る
熱
い
思
い
と
、
こ
の
地
域
の
深
い

絆
を
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

今
年
度
の
生
徒
数
は
、
一
年
生
一

三
四
名
、
二
年
生
一
二
二
名
、
三
年

生
一
二
九
名
、
計
三
八
五
名
。
全
国

中
学
校
剣
道
大
会
で
男
子
個
人
ベ
ス

ト
８
入
り
を
果
た
し
た
生
徒
を
は
じ

め
、
ス
ポ
ー
ツ
面
、
文
化
面
で
す
ば

ら
し
い
成
績
を
残
し
て
お
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
平
成
二
十
九
年
は
、
本
校

同
窓
生
村
山
謙
太
、
紘
太
兄
弟
の
大

活
躍
で
年
が
明
け
ま
し
た
。
実
業
団

駅
伝
日
本
一
を
決
定
す
る
「
全
日
本

実
業
団
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
」
で
の

激
走
で
す
。
人
の
生
き
方
を
象
徴
す

る
が
ご
と
く
、
映
し
出
さ
れ
る
光
景

に
感
動
を
味
わ
い
ま
し
た
。
弟
の
紘

太
選
手
は
一
区
の
終
盤
ま
で
ト
ッ
プ

集
団
を
引
っ
張
り
ま
し
た
。
ま
た
、

兄
の
謙
太
選
手
は
、
五
区
区
間
賞
の

快
走
で
チ
ー
ム
を
十
八
年
ぶ
り
の
優

勝
に
導
く
大
活
躍
で
し
た
。 

 

弟
の
紘
太
選
手
に
は
、
昨
年
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出

場
す
る
直
前
に
本
校
体
育
館
で
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
壮
行
会
に
出
席
い
た
だ

き
、
世
界
の
舞
台
で
の
挑
戦
や
目
的

を
持
っ
た
生
き
方
に
つ
い
て
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。
困
難
を
乗
り
越
え
て

成
し
遂
げ
よ
う
と
す
る
不
屈
の
精
神
、

陸
上
一
万
Ｍ
の
日
本
記
録
保
持
者
と

な
っ
て
も
決
し
て
お
ご
ら
す
謙
虚
に

懸
命
に
努
力
す
る
姿
勢
な
ど
在
校
生

の
心
に
大
切
な
こ
と
を
刻
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
八
軒
生
も
先
輩
に
学

び
「
夢
」
や｢

志｣

を
持
ち
、
自
ら
を

高
め
続
け
よ
う
と
す
る
態
度
や
健
康
、

体
力
を
培
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
て
い

る
二
人
。
今
後
の
更
な
る
活
躍
を
楽

し
み
に
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

今
年
も
地
域
に
輝
き
・
誇
れ
る
学

校
を
目
指
し
て
、
教
職
員
一
同
、
力

を
合
わ
せ
て
着
実
に
前
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様
の
ご
理

解
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

在
校
生
の
活
躍
ぶ
り
（
一
） 

 

 《
運
動
部
》 

第
六
十
五
回 

仙
台
市
中
学
校
総
合
体
育
大
会 

① 

陸
上 

男
子 

共
通
八
百
Ｍ 

 
 
 

六
位 

 
 
 

共
通
砲
丸
投
げ 

 
 

六
位 

女
子 

共
通
四×

百
Ｍ
リ
レ
ー 

 

七
位 

低
学
年
四×

百
Ｍ
リ
レ
ー 三

位 

 
 
 

共
通
百
Ｍ
ハ
ー
ド
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
位
、
七
位 

 
 
 

一
年
千
五
百
Ｍ 

 
 

五
位 

 
 
 

総
合 

 
 
 
 
 
 

八
位 

② 

剣
道 

男
子 

個
人 

一
位
、
二
位
、
三
位 

③ 

サ
ッ
カ
ー 

 
 
 
 
 

一
位 

④ 

野
球 

 
 
 
 
 
 
 

一
位 

  

たくさんの入賞を果たした

陸上 
全校応援で野球優勝 
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ご
あ
い
さ
つ
（
二
） 

 
 

同
窓
会
雑
感 

仙
台
市
立
八
軒
中
学
校 

教
諭 

鈴
木 

泰 

       

私
が
四
十
歳
に
な
っ
た
頃
、
わ
ず

か
一
ヶ
月
ほ
ど
の
間
に
、
中
学
校
、

高
等
学
校
、
大
学
の
三
つ
の
同
窓
会

が
開
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

中
学
校
の
同
窓
会
は
、
同
級
生
の

一
人
が
地
元
で
講
演
会
を
す
る
の
に

あ
わ
せ
て
開
か
れ
ま
し
た
。
ほ
と
ん

ど
の
参
加
者
は
二
十
数
年
ぶ
り
に
会

い
ま
し
た
が
、
昔
を
懐
か
し
く
振
り

返
り
な
が
ら
懐
か
し
く
懇
談
し
ま
し

た
。
当
時
担
任
だ
っ
た
先
生
方
も
も

う
す
ぐ
定
年
だ
と
い
う
こ
と
で
、
月

日
が
た
つ
早
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
同

級
生
の
中
に
孫
が
い
る
者
が
三
名
い

る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。 

 

高
校
の
同
窓
会
は
残
念
な
が
ら
日

程
が
合
わ
ず
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
、
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
大
盛
況

だ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。 

 

大
学
の
同
窓
会
は
、
ゼ
ミ
の
教
授

の
退
官
を
祝
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で

た
い
へ
ん
盛
大
な
も
の
で
し
た
。
私

の
同
級
生
だ
け
で
は
な
く
、
何
世
代

も
の
同
窓
生
が
集
ま
り
た
い
へ
ん
賑

や
か
な
会
で
し
た
。
私
の
同
級
生
の

中
に
は
有
名
な
落
語
家
の
奥
さ
ん
に

な
っ
た
方
が
い
て
彼
女
の
和
服
姿
が

今
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
教
員
と
い
う
職
業
柄
教
え

子
の
同
窓
会
に
呼
ん
で
も
ら
う
機
会

も
多
く
、
毎
年
の
よ
う
に
開
か
れ
る

会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 

初
任
地
の
気
仙
沼
の
中
学
校
の
生

徒
か
ら
は
、
二
十
歳
を
祝
う
会
に
招

か
れ
て
以
来
、
厄
払
い
を
兼
ね
た
同

窓
会
な
ど
に
度
々
招
待
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。 

 

最
近
で
は
私
が
三
十
二
歳
頃
だ
っ

た
と
き
に
担
任
し
た
生
徒
が
三
十
二

歳
に
な
っ
た
と
き
に
開
い
た
同
窓
会

に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
れ
も
異
な
る

二
つ
の
中
学
校
の
生
徒
が
同
時
期
に

招
待
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

市
の
南
部
に
あ
る
中
学
校
は
、
と

て
も
元
気
の
あ
る
生
徒
が
多
く
苦
労

も
あ
り
ま
し
た
が
、
初
め
て
担
任
と

し
て
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
の
で
思

い
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
同
窓
会
に

参
加
す
る
と
、
五
十
人
ほ
ど
の
大
人

に
な
っ
た
教
え
子
が
次
々
と
話
し
か

け
て
く
れ
楽
し
い
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。「
私
が
担
任
を
し
て
い
た
と
き
の

年
齢
と
君
た
ち
の
今
の
年
齢
は
同
じ

だ
よ
」
と
言
う
と
「
三
十
二
歳
は
も

っ
と
大
人
だ
っ
た
感
じ
が
し
た
」
と

い
う
返
答
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。 

 

市
の
北
部
に
あ
る
中
学
校
も
元
気

の
あ
る
生
徒
が
多
く
、
私
も
教
員
と

し
て
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
担
任
を
し
て
い
た
ク
ラ

ス
の
男
女
が
結
婚
し
た
の
を
機
に
、

十
人
ほ
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
ま

し
た
。
全
員
が
既
婚
者
で
あ
り
す
っ

か
り
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
様
々
な
経
験
を
し
、
頼

も
し
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

 

八
軒
中
学
校
に
赴
任
し
て
約
一
年

が
経
ち
ま
す
。
中
で
も
驚
い
た
の
は

同
窓
会
が
活
発
な
こ
と
で
す
。
六
十

歳
以
上
も
年
の
離
れ
た
皆
様
が
、
生

き
生
き
と
活
動
さ
れ
て
い
る
姿
を
見

て
た
い
へ
ん
羨
ま
し
く
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
は
い
ろ
い
ろ
と

教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

在
校
生
の
活
躍
ぶ
り
（
二
） 

 

 

《
運
動
部
》 

第
六
十
五
回 

宮
城
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会 

① 

陸
上 

男
子 

砲
丸
投
げ 

 
 
 
 

八
位 

女
子 

四×

百
Ｍ
リ
レ
ー 

 

五
位 

百
Ｍ
ハ
ー
ド
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
位
、
三
位 

 
 
 

総
合 

 
 
 
 
 
 

五
位 

② 

剣
道 

男
子 

個
人 

 
 
 
 
 
 

二
位 

 

東
北
中
学
校
陸
上
大
会 

女
子 

百
Ｍ
ハ
ー
ド
ル 

 
 

八
位 

 

東
北
中
学
校
剣
道
大
会 

男
子 

個
人 

 
 
 
 
 
 

五
位 

 
 《

文
化
部
》 

① 

吹
奏
楽 

・
第
三
十
一
回
宮
城
県
管
打
楽
器 

ソ
ロ
コ
ン
テ
ス
ト 

 
 
 

金
賞 

・
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル 

第
五
十
九
回
宮
城
県
大
会
予
選 

仙
台
太
白
・
宮
城
野
・
若
林
地
区 

大
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

金
賞 
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・
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル 

 

第
五
十
九
回
宮
城
県
大
会 

金
賞 

・
全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス

ト
第
五
十
回
宮
城
県
大
会
予
選
仙

台
若
林
地
区
大
会 

 

管
打
楽
器
五
重
奏 

 
 

銀
賞 

管
打
楽
器
七
重
奏 

 
 

金
賞 

② 

合
唱 

・
第
八
十
二
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校 

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル 

宮
城
県
コ
ン
ク
ー
ル
大
会 

奨
励
賞 

・
第
六
十
七
回
全
日
本
合
唱
コ
ン 

ク
ー
ル
宮
城
県
大
会 

 
 

銀
賞 

・
Ｔ
Ｂ
Ｃ
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル 

 

宮
城
地
区
大
会 

 
 
 

 

合
唱
の
部 

 
 
 
 

優
秀
賞 

重
唱
の
部 

 
 
 
 

優
秀
賞 

・
Ｔ
Ｂ
Ｃ
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル 

 

東
北
決
勝
大
会 

 
 
 

 

合
唱
の
部 

 
 
 
 
 

優
秀 

重
唱
の
部 

 
 
 
 
 

優
良 

 

《
そ
の
他
》 

・
仙
台
市
小
中
学
校
児
童
生
徒 

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル 

奨
励
賞 

・
第
八
十
四
回
全
国
書
画
展
覧
会 

 
 

書
の
部 

 
 
 
 
 
 

金
賞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・
第
七
十
回
宮
城
県
小
中
学
校 

児
童
生
徒
書
き
ぞ
め
展
覧
会 

 

毛
筆 

 
 
 
 
 
 
 

金
賞 

 

硬
筆 

 
 
 
 

特
選
、
金
賞 

・
第
五
十
四
回
宮
城
県
造
形
教
育 

作
品
展 

わ
か
ば
学
級 

 

入
選 

・
第
四
十
七
回
「
私
た
ち
の
作
品
展
」 

わ
か
ば
学
級 

 
 
 
 

優
秀
賞 

 

《
主
な
学
校
行
事
》 

・
入
学
式 

 
 
 
 
 

四
月
九
日 

・
三
年
生 

修
学
旅
行 

東
京 

 
 

 

五
月
二
十
五
日
～
二
十
七
日 

・
二
年
生 

野
外
活
動 

久
慈 

 
 
 
五
月
二
十
六
日
～
二
十
八
日 

・
陸
上
カ
ー
ニ
バ
ル 

五
月
十
三
日 

・
校
内
合
唱
祭 

 
 
 

七
月
六
日 

            

・
文
化
発
表
会 
 
 
 

九
月
三
日 

・
八
軒
中
学
校
区
総
合
防
災
訓
練 

 
 
 
 
 
 
 
 

十
月
二
十
二
日 

・
一
年
生 

球
技
大
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

十
一
月
十
五
日 

・
二
年
生 

職
場
体
験
活
動 

 
 
 
 
 

十
一
月
十
五
～
十
七
日 

・
三
年
生 

幼
稚
園
実
習 

 
 
 
 
 

十
一
月
十
七
～
十
八
日 

・
同
窓
会
入
会
式 

 
 

三
月
十
日 

・
卒
業
式 

 
 
 
 

三
月
十
二
日 

 

※ 

写
真
は
八
軒
中
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
転
用
し
ま
し
た
。 

 

 

同
期
が
集
え
ば
（
三
）  

 

第
十
八
回
生
（
昭
和
四
十
年
卒
） 

平
成
二
十
八
年
も
例
年
通
り
、
年

三
回
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
と
納
涼
会
・

忘
年
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
左
記

ご
報
告
し
ま
す
。 

四
月
十
日 

ゴ
ル
フ 

 

マ
グ
ノ
リ
ア
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

十
三
名
参
加 

七
月
二
十
四
日 

ゴ
ル
フ 

 

マ
グ
ノ
リ
ア
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

十
五
名
参
加 

 

七
月
三
十
日 

納
涼
会 

 

伊
達
の
牛
タ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
九
名
参
加 

十
月
二
十
三
日 

ゴ
ル
フ 

 

マ
グ
ノ
リ
ア
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
三
名
参
加 

十
二
月
十
日 

忘
年
会 

 

伊
達
の
牛
タ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 

三
十
三
名
参
加 

 
 
 
 

（
影
山
信
二
先
生
ご
参
加
） 

平
成
二
十

九
年
は
四
月

二
日
（
日
）

に
仙
台
南
ゴ

ル
フ
倶
楽
部

に
て
コ
ン
ペ

を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

新
た
に
ご
参

加
希
望
の
方

は
、
直
野
宛
ご
連
絡
下
さ
い
。 

 
 
 

（0
9
0-
93
86

-1
74
6

） 

ま
た
、
同
期
会
総
会
を
、
五
月
六

日
（
土
）
十
七
時
か
ら
仙
台
駅
東
口

に
あ
る
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
に

て
開
催
致
し
ま
す
。
ご
案
内
は
が
き

は
二
月
末
に
発
送
予
定
で
す
。
奮
っ

て
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。 

 
 
 
 

（
直
野 

ま
り
） 

校内合唱祭のフィナーレは全員合唱 

「明日という日が」 
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同
期
が
集
え
ば
（
四
）  

 
第
十
七
回
生
（
昭
和
三
十
九
年
卒
） 

 
第
九
回
四
ツ
葉
三
九
会
総
会
は
、

平
成
二
十
八
年
十
月
一
日
（
土
）
に

松
島
の
新
富
亭
「
こ
こ
ろ
の
湯
」
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
二
十
八
名
、
恩
師
は
笠
原
先
生
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
参

加
の
今
立
先
生
が
ご
逝
去
さ
れ
、
皆

で
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。 

 

笠
原
先
生
か
ら
は
、
「
天
寿
に
至

る
健
康
の
道
」
に
つ
い
て
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

今
年
も
仙
台
真
田
家
第
十
四
代
ご

当
主
真
田
徹
氏
に
ミ
ニ
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の

「
真
田
丸
」
に
ま
つ
わ
る
歴
史
秘
話

を
拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
ガ
ッ
ツ
お
じ
さ
ん
こ
と
、

「
た
い
こ
茶
屋
」
大
将
・
嵯
峨
完
氏

か
ら
は
、
四
十
回
を
超
え
る
被
災
地

で
の
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
の
様
子
を

伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

 

我
々
四
ツ
葉
三
九
会
一
同
、
仙
台

真
田
家
と
た
い
こ
茶
屋
を
盛
り
上
げ

る
こ
と
と
「
八
軒
中
七
十
周
年
記
念

事
業
」
に
協
力
す
る
こ
と
を
約
束
し

て
散
会
し
ま
し
た
。
同
窓
会
の
皆
様

方
に
も
、
応
援
を
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

追
記 

五
月
に
「
た
い
こ
茶
屋
」

主
催
の
被
災
地
復
興
支
援
ツ
ア
ー
で

あ
る
「
大
相
撲
観
戦
と
た
い
こ
茶
屋

ラ
イ
ブ
」
に
三
九
会
か
ら
も
十
数
名

が
参
加
し
、
大
い
に
楽
し
ん
で
き
ま

し
た
。 

 
 
 

（
安
達 

和
則
） 

 

第
二
十
九
回
生
（
昭
和
五
十
一
年
卒
） 

こ
れ
か
ら
は
毎
年
の
開
催
へ 

 
 

 

平
成
二
十
九
年
二
月
十
一
日
、
仙

台
市
本
町
家
具
の
町
に
あ
る
ラ
イ
ブ

ド
ー
ム
「
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
」
で
四
年

ぶ
り
に
同
期
会
を
開
催
し
、
三
十
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。 

 

準
備
期
間
が
年
末
年
始
に
重
な
り
、

十
分
な
案
内
や
お
誘
い
の
声
を
か
け

ら
れ
ず
、
従
来
に
比
べ
参
加
者
が
少

な
く
残
念
で
し
た
が
、
大
阪
や
千
葉
、

埼
玉
な
ど
か
ら
も
参
加
が
あ
り
、
盛

り
上
げ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

参
加
者
全
員
か
ら
、
近
況
報
告
を

し
て
も
ら
い
、
校
長
先
生
に
な
っ
た

人
や
脱
サ
ラ
し
て
農
業
を
し
て
い
る

人
、
す
で
に
現
役
を
リ
タ
イ
ア
し
て

第
二
の
職
場
で
働
い
て
い
る
人
、
離

婚
し
た
人
、
再
婚
し
た
人
、
親
の
介

護
で
大
変
な
人
な
ど
…
様
々
な
五
十

六
歳
、
働
き
盛
り
で
す
。
す
で
に
亡

く
な
っ
て
い
る(

こ
と
が
わ
か
っ
て

い
る)

十
一
名
に
も
黙
と
う
を
さ
さ

げ
、
思
い
出
を
し
の
び
ま
し
た
。 

 

四
年
の
間
に
、
住
所
が
変
わ
っ
た

人
も
結
構
お
り
、
こ
れ
か
ら
は
毎
年

集
ま
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
回
は

厳
寒
期
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流

行
っ
て
い
る
折
で
も
あ
り
、
恩
師
に

は
ご
案
内
を
遠
慮
い
た
し
ま
し
た
が
、

十
一
月
の
創
立
七
十
周
年
記
念
祝
賀

会
や
次
回
は
必
ず
案
内
し
、
恩
師
と

再
会
す
る
こ
と
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。 

 

七
十
周
年
記
念
式
典
や
祝
賀
会
へ

の
参
加
よ
び
か
け
も
行
い
、
記
念
誌

へ
の
協
賛
広
告
を
同
期
会
と
し
て
出

す
こ
と
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

校
歌
を
歌
い
、
エ
ー
ル
を
交
換
し

二
時
間
が
瞬
く
間
に
終
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
ま
ま
、
そ
の
場
で
二
次
会
を
お

こ
な
い
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
残
り
、

カ
ラ
オ
ケ
や
歓
談
を
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
の
後
、
二
手
に
分
か
れ
て
三
次
会
、

四
次
会
ま
で
行
っ
た
グ
ル
ー
プ
も
あ

り
ま
し
た
。 

 

次
回
の
日
程
は
ま
だ
、
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
も
う
少
し
暖
か
い
時

期
に
行
お
う
と
準
備
ス
タ
ッ
フ
で
話

し
あ
っ
て
い
ま
す
。 （

福
島 

一
恵
） 

 

※ 

こ
の
ほ
か
、
平
成
二
十
八
年
度

に
は
、
二
十
三
回
、
二
十
七
回
、

四
十
一
回
、
六
十
回
の
各
回
生
で

同
期
会
、
ク
ラ
ス
会
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。 

※ 

掲
載
に
当
た
り
執
筆
者
の
敬
称

は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

       

八
軒
つ
う
し
ん
第
十
二
号 

発
行
日 

平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年 

三
月
四
日
発
行 

発
行
者 

八
軒
中
同
窓
会
事
務
局

〒
九
八
四
❘
〇
八
二
七 

 
 
 

仙
台
市
若
林
区
南
小
泉 

字
八
軒
小
路
九
❘
一 

仙
台
市
立
八
軒
中
学
校
気
付 

  

ライブドームで 

校歌斉唱 


